
（仮称）けいはんな学研都市 

新たな都市創造に向けて 

中間とりまとめ（素案）の概要 

資料-３ 



本書の目的と位置づけ 

 「新たな都市創造」の意義 
① 集積する多様な主体が集積の強みを相互に活用し合うための持続的な
「高度な都市運営」の体制を備えた地域を創造（サード・ステージ・プランの視点の発展強化） 

② これまでにない新たなまちづくりを実現 

1 

 本書の位置づけ 
国を始めとする幅広い関係主体の総意のもとに共有 

 国家戦略として推進するけいはんな学研都市の未来に向けたビジョン 

 関係主体相互の連携・協働や個々の主体の具体的な行動の指針 

 本書が主眼とすべきこと 
新たな都市創造のビジョンを見据えた上で、「高度な都市運営」の体制及び
けいはんな学研都市の概ね10年間の方向を示すもの 
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けいはんな学研都市の３０年の成果・時代潮流・課題 

時代潮流 ～世界の動きが急速に加速化～ 
持続可能社会に向けた課題の深刻化 

経済のグローバル化と科学技術・イノベーションの
飛躍的な発展 

ＩＣＴの劇的な進化による「超スマート社会」の到来 

超高齢・人口減少社会 
「スーパー・メガリージョン」と「ナレッジ・リンク」の形成 
地方創生の推進 

科
学
技
術 

・産
業
経
済 

国
土
の
経
営 

新たなステージにおけ
る課題 
～共有できるビジョンの構築～ 

 イノベーションの一層の推進 

 都市形成の推進 

 科学技術と住民生活・文化

の融合 

 「高度な都市運営」の仕組

みの構築 

３０年間の取組の成果・評価 
クラスター型開発による都市建設が着実に進展 
   →交通アクセスが不十分 

   

文化学術研究機能の向上、多様な施設立地 
新産業創出の取組、実証事業の推進 

  →新産業創出の成果、仕組みは十分とは言い難い 
 

広域的な交流連携、多様な交流機会創出に取組 
  →拠点間の連携、国際交流の本格的な活動は十

分と言い難い 
 

高度な都市運営の取組は十分とは言い難い 

 

総
合
力 

交
流
連
携 

都
市
運
営 

基
盤
整
備 
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人口の推移 

2015年4月1日現在 

  文化学術研究地区 

                     91,223人   

  周辺地区  155.584人 

  都市合計  246,807人 
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（各年４月１日） 
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155,584 

91,223 

平城・相楽 
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田原 
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南田辺・狛田 

（単位：人） 



立地施設数等の推移 
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大学・その他 

研究開発型産業施設 

研究施設 

研究者・職員等数 
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大手研究機関が 

次々に立地 

注）グラフは年度末の施設数 

研究開発型産業施
設の立地が始まる 
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新
産
業
創
出
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流
セ
ン
タ
ー
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2015年9月末現在 

計129施設 
研究者・職員等数 7,774人 立
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究
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多様な機能の集積  

医療・バイオ 

注)横断的な研究分野・機関も少なくないが、ここでは便
宜的に4分野に区分した 
大学は、大学院研究科（理系）で区分した 

   

世界の未来像 

 

高等研 

新産業創出 
民間研
究機関 

研究開発等
の支援機関 

新産業創出 

民間研
究機関 

研究開
発型産
業施設 

研究開発等
の支援機関 

新産業創出 

民間研
究機関 

研究開発等
の支援機関 

環境・エネルギー 

RITE▽ 

原研▼ 

同志社
大★ 

大阪大 

奈良先
端大☆ 

京都大 
同志社
大★ 

京都 
府立大 

情報通信 

NICT 

ATR 
◆ 

大阪電
通大◇ 

同志社
大★ 

•ユニバーサルコミュニケ
ーション研究所（多言語
コミュニケーション、コンテ
ンツ・サービス基盤、超臨
場感コミュニケーション） 

•脳情報科学（BMI等） 
• ライフ・サポート、ロボット 
•無線通信 

•温暖化対策シナリオ 
• CO2分離・回収・グリーン
プロセス技術 

• CO2貯留技術  等 

•量子ビーム機能性分子
解析技術 

•先端ビーム技術 
• レーザー応用技術 

•自由電子レーザー施設 

 

•工学研究科 
•総合情報学研究科 

•情報工学研究科 
•電気・電子工学研究科 

•機械工学研究科 
•応用科学研究科 
•数理環境科学研究科 

•生命医科学研究科 

•生命環境学部附属農場 
•産学公連携研究拠点施設 

•農学研究科附属農場 
ゼロエネルギーファーム 
農工医連携研究プラット
フォーム 等 

奈良先
端大☆ 

•情報科学研究科 研究開発等の支援機関 
•国立国会図書館関西館 
•関西経済連合会 
• (株)けいはんな 
•京都府けいはんなベンチャー
センター 

•奈良先端科学技術大学院大
学産官学連携推進本部 

•同志社大学連携型起業家育
成施設（D-egg） 

• 3府県8市町 
•関西文化学術都市推進機構   
等 

ATR◆ 

原研▼ 

•バイオサイエン
ス研究科 

•物質創成科学
研究科 

•生命科学、環境、
食農 

•医療・バイオ応用
量子ビーム技術 

RITE▽ 

•バイオファイナリー
技術 

研究開
発型産
業施設 

研究開
発型産
業施設 

大阪電 
通大◇ 

同志社
女子大 

•薬学研究科 

•医療福祉工学研究科 
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新たな都市創造のビジョン 

文化学術研究都市としての役割 

 

 

具現化を目指す都市の姿 

 ①世界の知と産業を牽
引する都市 

世界の未来像を提示 

科学技術イノベーションの
創造拠点 

「ナレッジ・リンク」の中核 

②持続的にイノベーショ
ンを生み出す都市 

好循環を生み出す仕組み 

オープン・イノベーションと
インキュベーションの仕組
み 

歴史・文化と結びついたイ
ノベーション 

③科学・生活・文化・自
然環境が融合する
持続可能都市 

科学技術と生活・文化が融
合した未来の社会を先導 

持続可能な都市整備の仕
組み 

安全・安心で高質な都市環
境 

広域的なエリアマネジメン
トの仕組み 

 

世界の未来への貢献 
地球環境問題や食糧・エネルギー問題 
健康長寿や幸福など豊かな生活像の実現 
知とコミュニケーションの拡大 
未来社会に向けた新たな課題を探求 

知と文化の創造 
未来社会に向け、科学や技術の展開を地
域で受けとめ、安全安心、QOL、環境、文

化など、新たな生活像の可能性を探り、生
み出す 



取組４ 都市運営 
7 

ビジョン実現に向けた取組 

取組２ 

イノベー
ション推進 

取組３ 

都市形成 

文化学術研究都市
としての役割 

具現化すべき都市
の姿 

ビジョン実現
に向けた取組 

世界の知と産業を
牽引する都市 

科学・生活・文化・
自然環境が融合す
る持続可能都市 

世界の未来への貢献 知と文化の創造 

文化・学術・研究 

取組１ 

文化・学術
研究の振興 

持続的にイノベー
ションを生み出す

都市 
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取組２ 

イノベーション推進 

（１）イノベーション推進の中核となる仕組みの構築 
（２）研究拠点等との連携 
（３）世界への展開 
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イノベーション推進 取組概要 

プラスのスパイラルの形成 

（１）イノベーション推進の中核
となる仕組みの構築 

オープンイノベーションを基軸とし、
プロジェクトの創出と推進を一元的
にサポートできる仕組の構築 

 KICK等を活用したオープンイノベー
ションによるプロジェクトの推進 

支援機関連携強化による中小・ベ
ンチャーの共同開発促進 

実証等への住民参加や特区活用
等、本都市の優位性を活かした取
組推進 

（２）研究拠点等との連携 

 
府県域を超えたイノベーショ
ン支援機関ネットワーク構築 

国等の研究機関による本都
市の研究機能の強化等 

筑波研究学園都市等との連
携による研究開発の支援強
化 

関西のサポートインダスト
リー機能との連携強化 

（３）世界への展開 

 
海外のサイエンスパークと
の交流・連携促進と立地機
関の海外展開支援 

国内外の研究者が集い、活
発な交流を促進する環境の
整備 

国際会議や学会等の誘致 
海外の有力な教育・研究機
関や企業の誘致推進 
 

 

大学や中核的研究機
関等による優れた研究
開発成果 

新たな産業の創出 

システム、サービス、
製品など社会に新たな
価値として還元 

優れた人材の集積 

革新的な研究開発の推進 

若手・中堅研究者間の交流 

けいはんなの 
総合力 

未来を見据えた構築力 
横断的な組織力 
対外的アピール力 

 トップクラスの交流 

未来を見据えた研究開発の芽の発
見・育成 



10 

学研都市の科学技術を活用し、アイデアを生み出し実用化・産業化
を維持する切れ目ないプロセスが必要性 

一つの技術に特化し新たな製品やサービス創出は困難 

各々の強みを核にした交流、連携の仕組みが必要 

 

 

 

 

 

イノベーション推進  イノベーション推進の中核となる仕組みの構築 

多様な機関が立地 

先端的な研究開発等の推進 

住民の実証事業への参画 

 

 

 

 

 

 

 

 

背景等 

学研の
現状等 

新たな仕組み・組織づくり 

包括的に支援するハブとなる仕組み、組織不在 

各種研究会、
交流会の活動 
等 

 

 

持続的にイノベーションを生み出す都市等 の実現に向けて 

取 組 
取組み継続 



    

オープンイノベーション 
企業･大学イノベーションプロジェクト 

 
 
 オープンイノベーションを基軸とし、
プロジェクトの創出と推進を一元的
にサポート 

連携事業 

国研究機関等 

〈支援拠点ネットワーク〉 

新たな仕組み            

プロジェクト 

創出・推進支援  

ASPA 

大学 

海外 

関西 

つくば等 

公的支援機関Ａ 

公的支援機関Ｂ 

支援 

プロジェクト参画 

連携 

スマートシティグローバルネットワーク 

連携 
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イノベーション推進 研究拠点等との連携、世界への展開     

大学 

 

企業・産業界 
 

自治体・支援機関 

けいはんな学研都市 

関経
連 

拠点Ａ 
（うめき
た等） 

拠点Ｂ 

拠点Ｃ 

拠点Ｄ 

ＫＩＣＫ 

ラボ 
施設 

プラザ 
ラボ棟 

ラボ 
施設 



取組３ 

都市形成 
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（１）世界に先駆けスマートな暮らしを育むまちづくり 
（２）世界に誇る歴史や文化、自然の息づくまちづくり 
（３）都市の多様性を高める土地利用の推進 
（４）国内外の対流を促進する都市モビリティの向上 



南田辺・狛田地区 

田辺地区 

氷室・津田地区 

清滝・室池地区 

田原地区 

北田原地区 

高山地区 

普賢寺地区 

精華・西木津地区 

平城・相楽地区 

平城宮跡地区 

京田辺市 
枚方市 

交野市 

四条畷市 
生駒市 

奈良市 

木津川市 

13 

都市形成 クラスター型開発による持続的な進展 

木津地区 

精華町 
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都市形成 モビリティの向上 

モビリティの向上 
 
 鉄道網や圏域内外の道路網の整備 
 
 けいはんな学研都市ならではの多様
な交通サービス等の提供 
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都市形成 アクセス強化の方向 

中心地区と母都市及び関空との 
アクセス強化の方向 

中心地区と各クラスターとの 
道路網イメージ 

京都 

中心地区 大阪 

奈良 

関西国際空港 

世界へ 

東京方面 

国道163号 

京奈和道 

田辺地区 

南田辺・狛田地区 

氷室・津田地区 

精華・西木津地区 

平城・相楽地区 

高山地区 

田原地区 

清滝・室池地区 

木津地区 

けいはんな
学研都市 
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都市形成  域内交通の強化 

主要駅からのフィーダー路
線の充実 
 

クラスターの連結強化 

中心地区とクラスターを繋
ぐ公共交通補完する交通
サービスの導入 
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都市形成 モビリティ向上に関する今後の主な取組イメージ 

けいはんな線延伸 

【広域（母都市～）】 

超スマート社
会実現に向け
た先進的な取
組み 
例）自動運転等による

高齢者等に対する交

通サービスの導入 

  

面整備と合わせた計画道路の整備 
例） 南田辺・狛田地区、高山地区、木津東地区他 

【クラスター内】 

【長
期
的
（１
０
年
～
）
取
組
み
】 

中心地区とクラスターを繋ぐ 
公共交通補完する交通サービスの導入 

例）カーシェア等による交通手段の多様化 

バスを利用した地域に根差した情報通信サービス 

の社会実装 

けいはんな線延伸への対応（代替交通） 
例）延伸実現までの代替交通の導入（先進的なＢＲＴ等） 

関空、大阪へのアクセス強化 
国道１６３号線の整備（拡幅）、 

大和中央道の整備 

主要駅からのフィーダー路線の充実 
（祝園、学研奈良登美ヶ丘、高の原） 

 例） バス増便、夜間運行時間の延長 

バス路線の見直し 

バス停環境整備 

クラスターの連結強化 
例）山手幹線の整備（一部区間除き～Ｈ27） 

  地区間バスの導入検討（（Ｈ26～） 

  国道１６３号線の整備 京都駅へのアクセス改善 
例） 新名神 八幡～城陽間の整備（～Ｈ28） 

京都駅への直行バス導入 

京都～奈良の鉄道輸送力の増強 
ＪＲ奈良線の複線化 

（京都～城陽間を全て複線化） 

【短
期
的
（～
２
年
） 

取
組
み
】 

【都市内】 

けいはんな
発の交通シ
ステムの実
現に向けた
取組み 
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都市形成 世界に先駆けスマートな暮らしを育むまちづくり 

実証事業の受け入れ
などを通じて、住民の
なかに未来のライフス
タイルへの指向が形成 

「エコ」や「健康」に関
する先進的な取組が
進展 
 次世代エネルギー・社会

システム実証プロジェクト 

 けいはんなエコシティ推
進会議の活動 

 地域イノベーション戦略支
援プログラム（ヘルスケ
ア） 等 

ＩＣＴを活用し生活の質を
高める暮らしの推進 

 環境・エネルギー分野 
 交通システムも含めた幅広い

インフラ 
 健康、食、農業、文化、教育な

どすそ野の広い産業分野 
 快適な都市環境形成  等 

文化学術・科学に関する
教育、学習プログラム等
の推進 

 体験型の科学学習 
 文化学術研究に関する各種イ

ベント 
 研究機関と学校教育機関との

連携による科学教育の支援 
等 

これまで 

今後 

持続可能なまちづくりに向
け、新たなライフスタイルを
地域社会に実装し育む 
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都市形成 京都府における取組事例 
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都市形成 取組の概要 

（２）世界に誇る歴
史や文化、自然の
息づくまちづくり 

（３）都市の多様性
を高める土地利
用の推進 

日本古来の歴史、文化を身近に
感じられる暮らし 

圏域一帯の豊かな自然環境を活
かした活動の推進 

生産施設等の導入検討など多様
な施設の立地推進と機能連携 

基盤整備未着手地区の整備等推
進 



未来に向けた 
都市と生活の
あり方 

持続的な 
都市づくり 
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都市形成 取組の概要 

（１）世界に先駆け
スマートな暮らし
を育むまちづくり 

（２）世界に誇る歴
史や文化、自然の
息づくまちづくり 

（３）都市の多様性
を高める土地利
用の推進 

（４）国内外の対流
を促進する都市モ
ビリティの向上 

 日本古来の歴史、文化を身近に
感じられる暮らし 

 圏域一帯の豊かな自然環境を活
かした活動の推進 

 多様な施設の立地推進と機能連
携 

 基盤整備未着手地区の整備等
推進 

 ＩＣＴを活用し生活の質を高める暮
らしの推進 

 文化学術・科学に関する教育、学
習プログラム等の推進 

 国土軸、関空、母都市とのアクセ
ス強化 

 中心地区とクラスター、クラスター
相互のネットワーク強化 

 多様な交通サービス、システムの
導入検討 



取組４ 

都市運営 
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都市運営の 
ミッション 
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取組４ 都市運営の考え方等 

それぞれのミッションに基づき活動している立地機関等が、 
①本都市に立地し居住するメリットを相互に享受 
②相乗効果による総合力の向上 

により取組を推進するための最適な運営形態（＝高度な都市運営） 

立地機関等 

立地機関等 

立地機関等 立地機関等 

立地機関等 

立地機関等 

好循環の創出 

相互に強みを活かし、
相互に高めあう 

それぞれが固有の
ミッションを推進 

そのことにより相互
にメリットを享受 

それらの連携・協力に
よりけいはんな学研
都市の魅力が向上 

その魅力を求め
てさらなる新たな
施設が立地 

ますます先進性と
多様性を兼ね備え
た強靭な地域に 
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都市運営 都市運営体制の概念図 

 

 
 

 

取組1 文化・学術研究の振興 
学術研究の拠点機能の充実 

取組2 イノベーション推進 
イノベーション推進の中核
となる仕組みの構築 

研究拠点との連携 
世界への展開 

取組3 都市形成 
世界に先駆けスマートな暮
らしを育むまちづくり 

世界に誇る歴史や文化、自
然の息づくまちづくり 

都市の多様性を高める土地
利用の推進 

国内外の対流を促進する都
市モビリティの向上 

①新たな都市
創造会議 
・全体会議 
・幹事会議 
・事務局会議 

②賢人会議 

⑤情報の収集・
共有及び都市の
プロモーション、
ブランド化に向
けた効果的な情
報発信  

④都市形成連絡会 

大学 

中核的研究
機関 

国 

研究機関 

経済界 

府県 

支援機関 

研究開発型
産業施設 

コミュニ
ティ・住民 

③新たなイノベー
ション推進機関 

学研都市の都
市運営のコア 

世界の未来、学研
都市の方向や政策
等に関する提言 

都市基盤、モビリティ
等に関する協議調整 

他拠点・他
機関 

研究開発プロジェクトの
一元的なサポート等 

都市運営体制の概念図（例示） 
（名称は全て仮称） 

市町 
取組4 
都市運営 


